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バグの依存関係について

| 追跡システムのIssue Links

フィールドを元にできる

| たいてい多対多の関係

オレンジ：バグ グレー：非バグ

| 複雑な依存関係を持つバグは修正に時間がかかると
予想できる
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目的・RQs

| 目的
・依存度合と修正時間が相関関係にあるかどうか調べる

・依存度合は予測の精度を向上させるか調べる

| RQs

１，修正時間と依存度合は相関関係であるか

２，従来のメトリクスに対して冗長ではないか

３，バグ依存関係は予測の精度を向上させるのに有用か
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依存関係メトリクス
ネットワーク分析メトリクス

| エゴネットワーク
隣接するノードに関するメトリクス

| グローバグネットワーク
依存関係全体における重要性に注目する

・構造ホールメトリクス

依存関係の密接さ

・中心性メトリクス

ネットワーク内のノードの位置を説明
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依存関係メトリクス
依存カウントメトリクス

| カウント方法で収集されるメトリクス
依存関係グラフに基づいてバグの依存関係の数 方向 タイプ 範囲

に関する情報を捉える

ネットワークメトリクスと併用して、バグの依存関係を

より包括的に説明する
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データセット

| Vieiraらによって作成されたデータセット

2009年から2018年までの55の大規模なオープンソースプロジェクトの

バグレポートが含まれる

| フィルタリング
他の問題と関係があるバグの数が占める割合が多いプロジェクトを選択

| 依存関係メトリクスを収集
NetworkX Pythonライブラリを使用し依存関係メトリクスを収集
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RQ１修正時間と依存度合は相関関係であるか

RQ１結果

| ピアソン相関係数を使用して相関関係を調査

・依存関係メトリクスの大部分が

有意な正の相関がある

・グレーのメトリクスはバグの

複雑さを反映できていない

可能性がある

＋:有意な正の相関 ー：有意な負の相関 /：非有意な相関
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RQ２従来のメトリクスに対して冗長ではないか

RQ2結果

| 主成分分析を用いて冗長でないか判断
・Hadoopデータセットでは

主成分の半分が依存関係メトリクス

・すべてのプロジェクトで

第一主成分が依存関係メトリクス

青：依存関係 灰色：従来 オレンジ：両方のタイプ

→依存関係メトリクスはバグ他の側面をとらえることができている
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RQ3バグ依存関係は予測の精度を向上させるのに有用か

RQ３結果

| 重回帰分析を行う
従来のメトリクスのみを用いた場合と両方を含めた場合とで比較する

MAE：平均絶対誤差

MSE:平均二乗誤差

RMSE:平方根平均二乗誤差

ほとんどの場合で両方を含めた方が

良い結果を示している

→依存関係を考慮することが従来のメトリックのみを使用するよりも

優れたパフォーマンスを示した
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総括

| 依存関係が修正時間の予測に与える影響を調べた

| ほとんどの依存関係メトリクスが修正時間と正の相関
があることがわかった

| 依存関係メトリクスは従来のメトリクスと補完関係に
ある

| 依存関係を考慮することで修正時間予測の有効性を向
上させることが分かった
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